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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第２四半期連結
累計期間

第21期
第２四半期連結
会計期間

第20期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
１月１日
至平成20年
12月31日

売上高（千円） 12,984,5546,291,66928,174,752

経常利益（千円） 1,707,914931,3382,678,164

四半期（当期）純利益（千円） 950,450 526,828 701,533

純資産額（千円） － 8,909,3628,768,073

総資産額（千円） － 13,450,07713,789,726

１株当たり純資産額（円） － 20,260.7419,815.58

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 2,172.341,206.571,569.29

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 65.8 63.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
580,014 － 1,907,299

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
25,557 － △465,381

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△434,268 － △1,672,897

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 2,795,0732,612,962

従業員数（人） － 1,298 1,263

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,298[315]

　（注）上記従業員数は、就業員数（当社グループから当社グループ以外への出向者及び派遣スタッフを除く）を表示し

ており、臨時従業員数（契約社員、派遣スタッフ及びパート社員を含む）は［　］内に当第２四半期連結会計期間

の平均人員を外数で表示しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 797     

　（注）上記従業員数は、就業員数（当社から社外への出向者及び派遣スタッフを除く）を表示しています。なお、臨時従

業員数は総数が従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

 3/25



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

ＩＴコンサルティング事業（千円） 2,380,679

パッケージ＆サービス事業（千円） 690,274

企業活性化・新事業開拓事業（千円） 847,466

合計（千円） 3,918,421

　（注）金額は、ＩＴコンサルティング事業及びパッケージ＆サービス事業については原価及びハードウェア等調達品の

仕入価格、企業活性化・新事業開拓事業については原価及び商品仕入価格によっております。

 

（2）受注状況

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

受注高（千円） 受注残高（千円）

ＩＴコンサルティング事業 3,169,363 4,181,471

パッケージ＆サービス事業 1,031,499 888,205

企業活性化・新事業開拓事業 8,359 1,517

合計 4,209,222 5,071,194

　 

（3）販売実績

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

ＩＴコンサルティング事業（千円） 4,108,396

パッケージ＆サービス事業（千円） 1,070,389

企業活性化・新事業開拓事業（千円） 1,112,883

合計（千円） 6,291,669

　（注）１．金額は、セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた外部顧客に対する売上高によっております。

　　　　２．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次

のとおりであります。

相手先

　当第２四半期連結会計期間 
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

佐川急便株式会社 1,982,759 31.5
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社は、当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しているため、文中の前年同期比は参考

として記載しております。 

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機が実体経済に波及し、企業収益が大幅に減少

する等、非常に厳しい状況で推移いたしましたが、当連結会計年度の後半に向けて一部製造業で生産が回復する動

きを見せる等、景気悪化が徐々に下げ止まりつつあります。ただ、依然として雇用情勢の悪化、個人消費の低迷は続

いており、景気がこのまま回復するかは不透明な状況であります。

　このような状況の中、当社グループの当第２四半期連結会計期間の売上高は6,291百万円（前年同期比16.5％

減）、営業利益は904百万円（同8.7％減）、経常利益は931百万円（同5.3％減）、四半期純利益は526百万円（同

8.0％減）となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりであります。なお、各業績数値は、セグメント間の内部売上高又は

振替高を調整前の金額で記載しております。 

　ＩＴコンサルティング事業については、サービス業向けの売上高は、好調であった前年同期の水準を維持いたしま

した。他方、流通業・金融業・製造業向けの売上高は、大型プロジェクトが前連結会計年度中にカットオーバーした

ことや顧客の投資意欲の変化等により減少し、ＩＴコンサルティング事業全体の売上高は4,108百万円（前年同期

比23.1％減）となりました。しかし、全社的なプロジェクト管理体制の強化による採算性の向上、外注費を中心とし

たコスト適正化の徹底等の利益重視施策が奏功し、営業利益率は前年同期の18.1％から21.3％へと改善し、営業利

益は876百万円（同9.5％減）となりました。 

　パッケージ＆サービス事業については、主たるターゲット層である中堅中小企業が景気悪化の影響を受け、マー

ケット全体が低迷する中、株式会社アセンディアが前連結会計年度にエー・エス・アイ株式会社の事業を譲り受け

たことによる拡大効果もあり、売上高は1,144百万円（前年同期比1.6％増）となりました。他方、利益面において

は、受注単価の低下により、営業利益は65百万円（同53.2％減）にとどまっております。

　企業活性化・新事業開拓事業は、大部分を占める食品スーパー（株式会社魚栄商店）において販売戦略を見直し、

適正価格での販売を促進すると同時に、仕入先との継続的な交渉による仕入価格の引き下げや自動発注システムの

導入による商品管理の適正化、不採算店の閉店・売り場縮小を含む改装等、経営改善を進めております。この結果、

店舗閉鎖の影響もあり、売上高は1,122百万円（前年同期比3.1％減）と減少しましたが、営業利益は△21百万円

（前年同期は△131百万円）と、損失幅は大きく縮小いたしました。

  

(2) 資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は13,450百万円となり、前連結会計年度末に比べ339百万円減少いたしまし

た。その主な要因は、有形固定資産を中心とした償却資産の減価償却等による減少等であります。 

　また、負債は4,540百万円となり、前連結会計年度末に比べ480百万円減少いたしました。その主な要因は、買掛金や

法人税の支払いによって買掛金や未払法人税が減少したこと等であります。

　なお、純資産は8,909百万円となり、前連結会計年度末に比べ141百万円増加いたしました。その主な要因は、四半期

純利益の計上による利益剰余金の増加等であります。

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

　当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは△37百万円（前年同期は13百万円）と

なりました。これは、主に売上債権の減少額△729百万円（前年同期比44.1％減）や仕入債務の増減額△304百万円

（前年同期は163百万円）等によるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは43百万円（前年同期は△70百万円）となりました。これは、主に定期預金の

払戻による収入49百万円（前年同期はなし）や投資有価証券の売却による収入51百万円（前年同期比293.6％増）

等によるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは651百万円（前年同期は△339百万円）となりました。これは、主に短期借入

金の純増減額700百万円（前年同期は△150百万円）等によるものであります。

　これら営業活動、投資活動、財務活動等の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、2,795百万

円となりました。   

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間における研究開発費は３百万円であります。なお、当第２四半期連結会計期間におい
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て、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,893,760

計 1,893,760

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 476,640 476,640東京証券取引所市場第一部 －

計 476,640 476,640 － －

（注）１．当社は単元株制度を採用しておりません。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成21年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。 
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（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成17年３月24日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成21年６月30日）

新株予約権の数（個） 1,228

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）　 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 4,912

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株当たり　65,205

新株予約権の行使期間
自　平成20年８月25日

至　平成27年３月23日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格 　　 65,205

資本組入額　  32,603

新株予約権の行使の条件

① 発行時に当社または当社子会社の取締役及び社員で

あった新株予約権者は、新株予約権の行使時においても

当社または当社子会社の取締役及び社員の地位にある

ことを要する。ただし、④で掲げる新株予約権付与に関

する契約（以下、「新株予約権付与契約」という）に定

める一定の要件を充足した場合に限り、当社の取締役ま

たは社員たる地位を失った後も権利を行使できる。

② 新株予約権の質入れ、その他の処分は認めない。

③ 新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使で

きるものとする。ただし、行使期間開始以前に死亡した

場合は、この限りではない。

④ その他の条件については、平成17年８月25日開催の当社

取締役会決議に基づき、当社と対象者との間で締結する

新株予約権付与契約に定めるところによる。 

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは取締役会の承認を要するもの

とする。

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項　  －

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～ 

平成21年６月30日 
－ 476,640 － 1,421,815 － 2,495,772
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（５）【大株主の状況】

 平成21年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

金丸　恭文 東京都品川区大崎１－２－２ 200,160 41.99

フューチャーアーキテクト株式会社

 
東京都品川区大崎１－２－２ 40,008 8.39

有限会社キー・ウェストネットワー

ク 
東京都渋谷区代官山町17－１－3206 24,521 5.14

資産管理サービス信託銀行株式会社

（年金信託口） 
東京都中央区晴海１－８－12 13,424 2.82

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１－８－11 11,517 2.42

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口4G）
東京都中央区晴海１－８－11 11,346 2.38

有限会社クロスシティ 東京都渋谷区代官山町17－１－3206 9,577 2.01

有限会社バニヤンブルー 東京都渋谷区代官山町17－１－3206 6,190 1.30

石橋　国人 東京都品川区大崎１－２－２ 6,000 1.26

森山　裕 鹿児島県鹿屋市 5,824 1.22

計 － 328,567 68.93

　（注）上記の日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、資産管理サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて

信託業務に係る株式数を表示しております。

　

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成21年６月30日現在　　　　　 　　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式

等）
－ － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式

等）
普通株式　 　 40,008 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　436,632 436,492 －

端株 － － －

発行済株式総数 476,640 － －

総株主の議決権 － 436,492 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が140株含まれております。

なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数140個を含めておりませ

ん。
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②【自己株式等】

平成21年６月30日現在　　 　

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合

（％）

フューチャーアーキ

テクト株式会社

東京都品川区

大崎１-２-２
40,008 － 40,008 8.39

計 － 40,008 － 40,008 8.39

  

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 35,70035,10035,75036,00039,90044,000

最低（円） 29,50029,10029,80031,00031,50039,900

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項

第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,995,073 2,655,451

受取手形及び売掛金 5,406,673 5,598,580

商品及び製品 144,996 171,746

仕掛品 75,542 76,080

その他 757,730 773,318

貸倒引当金 △16,746 △53,861

流動資産合計 9,363,270 9,221,315

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,728,463 2,779,483

減価償却累計額 ※1
 △2,121,175

※1
 △2,134,196

建物及び構築物（純額） 607,287 645,287

土地 177,037 208,965

その他 1,584,953 1,683,839

減価償却累計額 ※1
 △1,230,847

※1
 △1,259,538

その他（純額） 354,105 424,301

有形固定資産合計 1,138,431 1,278,553

無形固定資産

ソフトウエア 441,279 468,185

その他 98,470 105,204

無形固定資産合計 539,750 573,389

投資その他の資産

投資有価証券 1,395,737 1,451,336

その他 1,150,486 1,401,560

貸倒引当金 △137,598 △136,429

投資その他の資産合計 2,408,625 2,716,467

固定資産合計 4,086,807 4,568,411

資産合計 13,450,077 13,789,726
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 748,374 1,060,133

短期借入金 1,030,000 632,000

1年内返済予定の長期借入金 232,000 259,466

未払法人税等 797,071 1,105,532

賞与引当金 105,475 51,319

品質保証引当金 136,665 176,447

その他 1,218,817 1,465,645

流動負債合計 4,268,404 4,750,545

固定負債

長期借入金 64,000 80,000

退職給付引当金 125,321 140,071

負ののれん ※2
 64,278

※2
 27,033

その他 18,710 24,002

固定負債合計 272,310 271,107

負債合計 4,540,715 5,021,652

純資産の部

株主資本

資本金 1,421,815 1,421,815

資本剰余金 2,866,178 2,866,178

利益剰余金 6,740,790 6,493,346

自己株式 △2,342,869 △2,252,724

株主資本合計 8,685,914 8,528,615

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 161,870 179,601

為替換算調整勘定 △1,295 △1,665

評価・換算差額等合計 160,574 177,936

少数株主持分 62,873 61,522

純資産合計 8,909,362 8,768,073

負債純資産合計 13,450,077 13,789,726
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 12,984,554

売上原価 8,421,430

売上総利益 4,563,123

販売費及び一般管理費

役員報酬 190,524

給料及び賞与 1,375,978

研修費 127,480

研究開発費 22,350

減価償却費 98,308

採用費 27,853

のれん償却額 71,289

その他 1,008,898

販売費及び一般管理費合計 2,922,682

営業利益 1,640,440

営業外収益

受取利息 4,025

受取配当金 6,680

負ののれん償却額 28,444

持分法による投資利益 8,177

その他 33,529

営業外収益合計 80,857

営業外費用

支払利息 6,265

その他 7,118

営業外費用合計 13,384

経常利益 1,707,914

特別利益

投資有価証券売却益 58,232

特別利益合計 58,232

特別損失

固定資産売却損 5,649

固定資産除却損 523

投資有価証券評価損 19,220

減損損失 31,927

特別損失合計 57,321

税金等調整前四半期純利益 1,708,825

法人税等 755,772

少数株主利益 2,603

四半期純利益 950,450
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 6,291,669

売上原価 3,940,142

売上総利益 2,351,527

販売費及び一般管理費

役員報酬 91,251

給料及び賞与 672,551

研修費 103,522

研究開発費 3,880

減価償却費 48,738

採用費 11,428

のれん償却額 33,029

その他 482,821

販売費及び一般管理費合計 1,447,224

営業利益 904,302

営業外収益

受取利息 1,182

受取配当金 5,385

負ののれん償却額 14,154

その他 14,957

営業外収益合計 35,680

営業外費用

支払利息 3,214

持分法による投資損失 1,712

その他 3,718

営業外費用合計 8,644

経常利益 931,338

特別利益

投資有価証券売却益 41,332

特別利益合計 41,332

特別損失

固定資産売却損 2,384

投資有価証券評価損 8,076

特別損失合計 10,460

税金等調整前四半期純利益 962,210

法人税等 431,167

少数株主利益 4,214

四半期純利益 526,828
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,708,825

減価償却費 271,213

減損損失 31,927

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35,924

賞与引当金の増減額（△は減少） 54,156

品質保証引当金の増減額（△は減少） △39,781

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,750

受取利息及び受取配当金 △10,706

支払利息 6,265

持分法による投資損益（△は益） △8,177

固定資産売却損益（△は益） 5,649

固定資産除却損 523

投資有価証券売却損益（△は益） △58,232

投資有価証券評価損益（△は益） 19,220

売上債権の増減額（△は増加） 198,772

たな卸資産の増減額（△は増加） 27,288

仕入債務の増減額（△は減少） △311,759

その他 △255,279

小計 1,589,229

利息及び配当金の受取額 10,699

利息の支払額 △7,493

法人税等の支払額 △1,012,421

営業活動によるキャッシュ・フロー 580,014

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △65,323

定期預金の払戻による収入 107,812

有形固定資産の取得による支出 △50,511

有形固定資産の売却による収入 2,952

無形固定資産の取得による支出 △97,419

投資有価証券の売却による収入 71,714

子会社株式の取得による支出 △5,600

敷金及び保証金の差入による支出 △2,755

敷金及び保証金の回収による収入 64,478

貸付金の回収による収入 210

投資活動によるキャッシュ・フロー 25,557

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 398,000

長期借入金の返済による支出 △43,466

自己株式の取得による支出 △90,845

配当金の支払額 △696,704

少数株主への配当金の支払額 △1,252

財務活動によるキャッシュ・フロー △434,268

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,807

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 182,111

現金及び現金同等物の期首残高 2,612,962

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,795,073
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

（リース取引に関する会計基準）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（（企業

会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号

（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適

用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更しております。ま

た、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定

額法を採用しております。　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファ

イナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引

き続き採用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関

する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必

要な修正を行っております。 

　これによる損益に与える影響はありません。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。 

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※１．減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれて

　　おります。 

※１．減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれて

　　おります。

※２．のれん及び負ののれん 

　　のれん及び負ののれんは相殺して、固定負債の負の

　のれんに計上しております。

　　相殺前ののれん及び負ののれんの金額は次のとおり

　であります。

※２．のれん及び負ののれん 

　　のれん及び負ののれんは相殺して、固定負債の負の

　のれんに計上しております。

　　相殺前ののれん及び負ののれんの金額は次のとおり

　であります。

のれん 77,265千円

負ののれん 141,544千円

のれん 142,819千円

負ののれん 169,853千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に記載されている科目の金額との関係 

現金及び預金  2,995,073千円

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物  2,795,073千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　476,640株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　 40,008株

 

３．配当に関する事項

配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年３月19日

定時株主総会
普通株式 703,006 1,600平成20年12月31日平成21年３月23日利益剰余金

  

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

20/25



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
4,108,3961,070,3891,112,8836,291,669 － 6,291,669

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
600 73,829 10,091 84,520 △84,520 －

計 4,108,9961,144,2191,122,9756,376,190△84,520 6,291,669

営業利益又は営業損失

（△）
876,889 65,234 △21,634 920,489 △16,186 904,302

Ⅱ　資産、減価償却費及び資本

的支出
      

資産 8,429,2982,077,9311,049,68611,556,9161,893,16113,450,077

減価償却費 97,192 22,972 13,077 133,242 557 133,799

資本的支出 51,271 14,636 3,694 69,602 － 69,602

　 　 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日）

 
 

ＩＴコンサル
ティング事業
（千円）

パッケージ＆
サービス事業
（千円）

企業活性化・
新事業開拓事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

Ⅰ　売上高及び営業損益       
売上高       
(1）外部顧客に対する売上

高
8,469,5002,228,1932,286,86012,984,554 － 12,984,554

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
1,200 134,629 31,634 167,464 △167,464 －

計 8,470,7002,362,8222,318,49413,152,018△167,46412,984,554

営業利益又は営業損失

（△）
1,602,350 97,545 △36,710 1,663,185△22,744 1,640,440

Ⅱ　資産、減価償却費、減損損

失及び資本的支出
      

資産 8,429,2982,077,9311,049,68611,556,9161,893,16113,450,077

減価償却費 194,064 49,923 26,111 270,099 1,114 271,213

減損損失 － － 31,927 31,927 － 31,927

資本的支出 124,157 19,083 4,689 147,930 － 147,930
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　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、事業の内容によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

事業区分 事業内容

ＩＴコンサルティング

事業

顧客の抱える経営上の問題を経営者の視点で共有し、顧客のビジネスを本質から

理解したうえで、実践的な高い技術力により先進ＩＴを駆使した情報システムを

構築することで、問題を解決していく事業

パッケージ＆サービス

事業

販売管理、ＥＲＰなど、専門性の高い領域へ特化した業務パッケージソフトを販

売またはＡＳＰを利用しての提供、あるいは基幹システムの受託開発を行うこと

により、顧客の業務効率改善を図る事業

企業活性化・新事業開

拓事業

対象企業の経営に深く参画し、ＩＴを含めた短期かつ、抜本的な改革により企業

の活性化を実現したうえで、各業態ごとに成功モデルを構築する事業

また、当社グループにない事業を営む企業との提携、新進企業の創設や出資等を

通して、当社の経営、業務、ＩＴ全般にわたるノウハウ・技術力を活用・融合する

ことで対象企業の価値を最大化し、あるいはその成長を加速することで当該業界

の発展に寄与していく事業

３．資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、3,660,125千円であり、その主なものは、余資運

用資金（現金及び有価証券）及び管理部門に係る資産等であります。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年６月30日） 

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成21年１月１日　至平成21年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

フューチャーアーキテクト株式会社(E05033)

四半期報告書

22/25



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 20,260.74円 １株当たり純資産額 19,815.58円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2,172.34円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1,206.57円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 950,450 526,828

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 950,450 526,828

期中平均株式数（株） 437,524 436,632

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ － 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年８月12日

フューチャーアーキテクト株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　一樹　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフューチャーアーキ

テクト株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フューチャーアーキテクト株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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